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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第３四半期連結
累計期間

第35期
第３四半期連結
累計期間

第34期

会計期間
自　平成27年６月１日
至　平成28年２月29日

自　平成28年６月１日
至　平成29年２月28日

自　平成27年６月１日
至　平成28年５月31日

売上高 (千円) 19,596,386 20,143,224 28,135,446

経常利益 (千円) 171,121 465,584 438,164

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
(千円) 55,438 283,299 230,376

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 87,991 322,495 270,989

純資産額 (千円) 4,664,457 5,080,970 4,847,455

総資産額 (千円) 18,811,474 19,640,230 18,109,872

１株当たり四半期（当期）純

利益金額
(円) 37.79 193.30 157.02

潜在株式調整後１株当たり四

半期(当期)純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 23.5 24.4 25.4

 

回次  
第34期

第３四半期連結
会計期間

第35期
第３四半期連結
会計期間

会計期間  
自　平成27年12月１日
至　平成28年２月29日

自　平成28年12月１日
至　平成29年２月28日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 6.40 6.25

　(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容において、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当グループが判断したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間（平成28年6月1日～平成29年2月28日）における東海地域の経済は、海外経済・為替

動向の先行き不透明感を抱えながらも回復を続け、輸出は緩やかに増加し、設備投資は大幅に増加しました。また

個人消費は、雇用環境が改善する中で緩やかに持ち直しました。産業全体は活性化してきており、多くの業種で人

手不足が問題となってきています。

　当地域の不動産業界においては、名古屋圏の都市部を中心として商業地・住宅地ともに地価上昇が続いておりま

すが、住宅地の上昇幅は縮小しました。愛知県の新設住宅着工戸数は、前年同時期と比べて増加しており、住宅

ローンの低金利等に支えられた需要環境の下、住宅市場の持ち直し基調は緩やかに続いております。特に分譲戸建

住宅市場は堅調に推移しております。

　このような状況下、当グループの主力事業である分譲住宅事業では、前期から引き続き、事業工期短縮とコスト

ダウンを最重要課題として進めました。また、集成材製造・プレカット加工を行う岐阜工場を中心とした建設資材

事業では、製造・物流コストの低減活動を進めるとともに販売先の拡大に注力してまいりました。

 

　セグメントの業績を示すと次のとおりです。

①　住宅事業

　戸建分譲住宅の開発・販売を主力事業とし、住宅建設資材の製造・販売も行っております。前年同期と比

べて、販売効率が向上したことと住宅建築のコスト改善活動が進んだこと、および建設資材の外販量が増加

したこと等により、売上高は18,512百万円(前年同期比12.8％増)となり、セグメント利益は、コストダウン

を進めたため732百万円(前年同期比538.2％増)となりました。

②　ＡＭ事業

　ゴルフ場並びに公共施設の運営管理及び施設管理を行っており、業績は概ね計画どおり進捗しました。売

上高は1,300百万円(前年同期比6.6％増)、セグメント利益は329百万円(前年同期比3.3％増)となりました。

③　都市事業

　収益型不動産の開発並びに施設等の維持管理等を行っております。当第３四半期連結累計期間では物件の

売却を行わなかったため、売上高は196百万円(前年同期比65.3％減)、セグメント損失は17百万円（前年同

期は68百万円の利益）となりました。

④　その他の事業

　その他の事業における外部顧客への売上高は218百万円（前年同期比85.4％減）、セグメント利益は27百

万円（前年同期比88.2％減）となりました

 

　以上の結果により、当第３四半期連結累計期間の売上高は20,143百万円(前年同期比2.8％増)、営業利益は647百

万円(前年同期比93.2％増)、経常利益は465百万円(前年同期比172.1％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は

283百万円(前年同期比411.0％増)となりました。

 

(2) 財政状態の分析

①　資産

　　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、たな卸資産の増加を主な要因として前連結会計年度末と

比較して1,530百万円増加し、19,640百万円となりました。

②　負債

　　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、借入金の増加を主な要因として前連結会計年度末と比較

して1,296百万円増加し、14,559百万円となりました。

③　純資産

　　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、利益剰余金の増加を主な要因として前連結会計年度末

と比較して233百万円増加し、5,080百万円となりました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,800,000

計 4,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年２月28日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年４月５日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,480,000 1,480,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

単元株式数

100株

計 1,480,000 1,480,000 － －

 

 

(2)【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

(4)【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年12月１日～

平成29年２月28日
－ 1,480,000 － 279,125 － 269,495

 

 

(6)【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成28年11月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成28年11月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　12,800 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　1,466,800 14,668 ―

単元未満株式 普通株式　400 ― ―

発行済株式総数 1,480,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,668 ―

 

②【自己株式等】

平成28年11月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総
数に対する所
有株式の割合
(％)

株式会社ウッドフレンズ 名古屋市中区栄四丁目５番３号 12,800 － 12,800 0.86

計 － 12,800 － 12,800 0.86

１　上記の株式数には「単元未満株式」78株は含めておりません。

２　平成29年１月５日開催の取締役会において、自己株式取得に係る事項について決議し、当第３四半期会計期間に

おいて普通株式14,700株を取得いたしました。

この結果、当第３四半期会計期間末日の自己名義所有株式数は単元未満株式を含め27,578株となっております。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づき、同規則及び「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)により作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成28年12月１日から平成

29年２月28日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年６月１日から平成29年２月28日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,057,523 3,998,695

受取手形 3,584 －

完成工事未収入金 55,095 5,295

売掛金 252,717 328,791

販売用不動産 5,491,623 4,712,256

仕掛販売用不動産 4,120,405 5,762,802

未成工事支出金 801,329 1,516,434

商品及び製品 197,779 216,184

仕掛品 72,429 104,378

原材料 359,102 236,443

その他 554,087 544,761

流動資産合計 15,965,677 17,426,044

固定資産   

有形固定資産 1,728,281 1,791,210

無形固定資産 128,919 130,072

投資その他の資産 286,993 292,902

固定資産合計 2,144,194 2,214,186

資産合計 18,109,872 19,640,230

負債の部   

流動負債   

工事未払金 999,268 1,201,590

買掛金 229,264 371,264

1年内償還予定の社債 109,000 153,400

短期借入金 6,420,882 6,719,974

1年内返済予定の長期借入金 1,308,988 1,113,432

未払法人税等 99,163 49,222

賞与引当金 108,595 45,855

完成工事補償引当金 169,841 169,455

その他 611,463 659,159

流動負債合計 10,056,466 10,483,353

固定負債   

社債 79,000 333,300

長期借入金 2,071,194 2,787,144

退職給付に係る負債 446 478

役員退職慰労引当金 130,600 136,216

資産除去債務 15,931 16,059

その他 908,778 802,708

固定負債合計 3,205,950 4,075,907

負債合計 13,262,416 14,559,260
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年２月28日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 279,125 279,125

資本剰余金 279,908 279,908

利益剰余金 4,066,135 4,290,750

自己株式 △21,033 △51,330

株主資本合計 4,604,134 4,798,452

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 782 2,092

その他の包括利益累計額合計 782 2,092

非支配株主持分 242,538 280,424

純資産合計 4,847,455 5,080,970

負債純資産合計 18,109,872 19,640,230
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成28年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成29年２月28日)

売上高 19,596,386 20,143,224

売上原価 17,188,400 17,371,020

売上総利益 2,407,985 2,772,203

販売費及び一般管理費 2,072,800 2,124,600

営業利益 335,184 647,603

営業外収益   

受取利息 205 20

受取手数料 13,580 12,863

違約金収入 1,600 1,468

その他 26,086 18,809

営業外収益合計 41,471 33,161

営業外費用   

支払利息 175,975 168,892

資金調達費用 － 23,808

その他 29,559 22,480

営業外費用合計 205,535 215,180

経常利益 171,121 465,584

特別利益   

固定資産売却益 206 －

特別利益合計 206 －

特別損失   

固定資産除却損 － 2,974

特別損失合計 － 2,974

税金等調整前四半期純利益 171,328 462,609

法人税等 81,805 141,423

四半期純利益 89,522 321,185

非支配株主に帰属する四半期純利益 34,084 37,886

親会社株主に帰属する四半期純利益 55,438 283,299
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成28年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成29年２月28日)

四半期純利益 89,522 321,185

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,531 1,310

その他の包括利益合計 △1,531 1,310

四半期包括利益 87,991 322,495

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 53,906 284,609

非支配株主に係る四半期包括利益 34,084 37,886
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

 
前連結会計年度

（平成28年５月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年２月28日）

販売顧客の金融機関からの借入金 353,633千円 235,585千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年６月１日
至 平成28年２月29日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年６月１日
至 平成29年２月28日）

減価償却費 242,830千円 243,149千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成27年６月１日　至　平成28年２月29日)

１　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２　株主資本金額の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成28年６月１日　至　平成29年２月28日)

１　配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月25日

定時株主総会
普通株式 58,684 40

平成28年

５月31日

平成28年

８月26日
利益剰余金

 

 

２　株主資本金額の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成27年６月１日　至　平成28年２月29日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 住宅事業 ＡＭ事業 都市事業
その他の
事業
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

売上高        

外部顧客への売上高 16,400,314 1,217,822 551,296 1,426,953 19,596,386 - 19,596,386

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,532 1,828 14,979 63,659 84,999 △84,999 -

計 16,404,847 1,219,650 566,275 1,490,612 19,681,385 △84,999 19,596,386

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
114,821 319,046 68,583 231,318 733,770 △398,585 335,184

(注) １　「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生活関連ビジネス等が

含まれております。

２　セグメント利益の調整額△398,585千円には、セグメント間取引消去3,644千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△402,230千円が含まれています。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成28年６月１日　至　平成29年２月28日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 住宅事業 ＡＭ事業 都市事業
その他の
事業
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

売上高        

外部顧客への売上高 18,511,217 1,299,427 181,380 151,197 20,143,224 － 20,143,224

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,080 1,182 15,252 67,048 84,564 △84,564 －

計 18,512,298 1,300,610 196,633 218,246 20,227,788 △84,564 20,143,224

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
732,830 329,455 △17,568 27,358 1,072,077 △424,473 647,603

(注) １　「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生活関連ビジネス等が

含まれております。

２　セグメント利益の調整額△424,473千円には、セグメント間取引消去6,413千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△430,887千円が含まれています。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年６月１日
至　平成28年２月29日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年６月１日
至　平成29年２月28日）

　　１株当たり四半期純利益金額 37円79銭 193円30銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額 55,438 283,299

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
55,438 283,299

普通株式の期中平均株式数（株） 1,467,180 1,465,593

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

（共通支配下の取引等）

連結子会社の吸収合併

　当社は、平成29年１月23日開催の取締役会において、当社100％子会社である株式会社Design&Constructionを

吸収合併することを決議し、同日付で合併契約書を締結し、平成29年３月１日付で吸収合併いたしました。

 

１．合併の概要

①結合当事企業の名称及び事業の内容

　結合当事企業の名称　株式会社Design&Construction

　事業の内容　　　　　住宅のリフォーム事業等

 

②企業結合日

　平成29年３月１日

 

③企業結合の法的形式

　当社を吸収合併存続会社、株式会社Design&Constructionを吸収合併消滅会社とする吸収合併

 

④結合後企業の名称

　株式会社ウッドフレンズ

 

⑤その他取引の概要に関する事項

　住宅事業における経営資源の集中と業務の効率化を目的として、当社の完全子会社である

株式会社Design&Constructionを吸収合併することといたしました。

 

２．実施する会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年9月13日）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号平成25年9月13日）に基づき、共通支配下の取

引として会計処理を行う予定です。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年４月５日

株式会社ウッドフレンズ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩　田　国　良

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山　田　昌　紀

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウッド

フレンズの平成28年６月１日から平成29年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成28年12月１日か

ら平成29年２月28日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年６月１日から平成29年２月28日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウッドフレンズ及び連結子会社の平成29年２月28日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　(注)１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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